
 

 

ＰＴＡ 地域 関係学校・関係諸団体

 ・PTA人権教育研修会の実施
 ・学部懇談会
 ・中部地区人権教育懇談会への参加　など

 ・本校行事や公開学習の案内
 ・倉吉市人権教育研究会への参加
 ・西中学校区同和教育研究協議会への参加
 ・各種研修会への参加
　　　倉吉市中学校・養護学校PTA連合会人権教育研修会
　　　部落解放研究倉吉市集会、小鴨地区同和教育研究会
　　　人権尊重社会を実現する鳥取県研究集会　など
 ・中部地区人権教育懇談会への参加
 ・小鴨地区文化祭、倉吉市部落解放文化祭への作品展示

 ・学校間交流
 ・居住地校交流
 ・小鴨地区との交流
 ・中部特別支援教育研究会
 ・中部小学校教育研究会
 ・倉吉市初等教育研究会
 ・前籍校
 ・進路先の関係諸機関　など

具体的な方策

人権としての教育
（学びの保障）

人権についての教育
（人権や人権問題についての学び、自尊感情の育成）

人権が尊重される教育
（人権が大切にされた環境で学ぶ、仲間づくり）

 ・個別の教育支援計画や個別の指導計画を活用し、個に
 　応じた指導に努める。〈担任・級外、教務部〉
 ・人権教育の視点にたった学習計画を立てる。
 　〈担任・級外、キャリア教育部〉
 ・学級担任同士や学部の指導者の共通理解を図る。
 　〈担任・級外、学部主事〉
 ・一人一人を大切にする学級経営や学部経営に努める。
 　〈担任・級外、学部主事〉
 ・多様な職場や進学先の開拓を行ったり、職場体験を
　 計画的に実施したりして、進路保障に努める。
　 〈キャリア教育部、担任・級外〉
 ・学校間交流や居住地校交流を促進し、社会性や人間性を
　 育む。〈キャリア教育部、学部主事、担任・級外〉

 ・生活の中に見られる人権問題を取り上げて指導したり、
 　必要に応じて教材化したりして、児童生徒の人権意識を
　 高める。〈担任・級外、キャリア教育部〉
 ・ありのままの自分を肯定的に受け止める態度を育む。
 　〈担任・級外、支援部〉
 ・互いのよさや違いを認め合い、協力し合う気持ちや態度を
　育む。〈担任・級外〉

 ・児童生徒や保護者の思いや願いを共感的に受け止め、
 　安心して生活できるように信頼関係を築く。〈担任・級外〉
 ・自分と友だちのよさや違いを認め合って生活できる仲間づ
　くりに努める。〈担任・級外〉
 ・児童生徒の人権を大切にした教育活動の推進に努める。
 　（個人情報の保護、共感的な受容、名前の呼び方、
 　教育相談など）〈担任・級外、支援部、学部主事〉
 ・安心安全に配慮した環境作りに努める。
   （緊急訓練、防犯訓練、教室内の整理整頓、校舎内外の
 　環境整備）〈担任・級外、健康教育部、安全環境部、教頭〉

具体的な目標（児童生徒に育てたい資質・能力）

自己表現 自己決定 自己理解

 １  感覚・刺激に対して、快・不快を表現する。（技能）
 ２　自分の思いを自分なりの伝達手段で表現する。（技能）
 ３　自分の要求を自分なりの伝達手段で表現する。（技能）
 ４　相手の思いや願いを受け止める。（態度）
 ５　相手の意見を聞いて、自分の考えを持つ。（態度）
 ６　自分の考えを相手に分かりやすく伝える。（技能）
 ７　相手の気持ちを考えた行動をしようとする。（態度）

 １　自分のしたいことを選択肢の中から選ぶ。（技能）
 ２　自分の意思で役割や活動を決める。（技能）
 ３　活動内容に対して、自分で目標を決める。（技能）
 ４　進んで仕事に取り組もうとする。（態度）
 ５　自分の夢や希望を持つ。（態度）
 ６　自分の進路について考える。（態度）
 ７　自分の進路を選択肢の中から選ぶ。（技能）
 ８　自分の進路を決定する。（技能）

 １　 指導者や友だちとのふれあいを心地よいと感じる。（態度）
 ２　 活動に最後まで取り組む。（態度）
 ３　 友だちと協力して活動する。（態度）
 ４　 自分のよいところを知る。（知識）
 ５　 友だちのよいところを知る。（知識）
 ６　 自分と友だちのよさや違いに気づく。（知識）
 ７　 自分の課題について知る。（知識）
 ８　 苦手なことにも挑戦する。（態度）
 ９　 自分の障がいについて知る。（知識）
 10  自分らしく生活するために必要な支援について知る。（知識）
 11  必要な支援を求める。（技能）
 12  必要な支援を受け入れようとする。（態度）
 13  自分の障がいと向き合い、自分らしく生きていこうとする。
   　 （態度）

中
学
部

自分の思いを伝える。（技能）
相手の思いを受け止める。（態度）

自分の意思で役割や活動などを決める。（技能）
役割や活動に進んで取り組む。（態度）

自分のよさや課題、障がいについて知る。（知識）
苦手なことにも挑戦する。（態度）
小集団の中での自分の役割が分かる。（知識）

高
等
部

相手の言動に対して自分の考えを持つ。（態度）
自分の考えを相手に分かりやすく伝える。（技能）

自分の活動の目標を決める。（技能）
進路選択をする。（技能）

集団の中で協力し合って活動する。（態度）
自分の障がいと向き合い、自分らしく生きていこうとする。（態度）

発達段階における視点別の指導重点目標（児童生徒に育てたい資質・能力）

自己表現 自己決定 自己理解

小
学
部

自分の思いや要求を自分なりの伝達手段で
表現する。（技能）

自分のしたいことを選択肢の中から選ぶ。（技能）
自分の選んだことを実行する。（態度）

友だちと関わる中で、自分と友だちのよさや違いを知る。（知識）

人権教育目標達成に向けての３つの視点

社会的立場の自覚を深める

自己表現 自己決定 自己理解

・自分の思いや要求、考えを自分なりの伝達手段で表現す
　る。 （表情、視線、指さし、サイン、話し言葉、書き言葉、
　カードなど）
・相手に分かりやすく伝える。
・相手の思いを受け止める。

・自己選択や意思決定する経験を積み重ねる。
・自分の意思で判断し、自分の生き方や進路などを
  決定する。

・自分と友だちのよさと違いを知る。
・互いに認め合い、協力し合おうとする。
・自分の障がいと向き合い、自分らしく生きようとする。

教職員研修 保護者・地域の実態

 児童生徒の実態把握と実践
 教職員人権教育研修会
 西中学校区同和教育研究協議会
 各種研修会への参加

本校の人権教育目標  ・教育全般に関する関心が高い保護者が多い。
 ・学校行事などに協力的な保護者が多い。
 ・教育活動に地域の方が協力的である。自分や友だちのことを知り、人を大切にする心を育むとともに、

自分の障がいと向き合い、自分らしく生きていこうとする力を培う

令和7年度　人権教育全体計画 鳥取県立倉吉養護学校

関係法令 学校教育目標 児童生徒の実態

 日本国憲法　　教育基本法
 学校教育法　　学習指導要領
 こども基本法
 人権教育及び人権啓発の推進に関する法律
 鳥取県人権施策基本方針
 鳥取県人権教育基本方針
 鳥取県人権尊重の社会づくり条例　など

未来に向かい　自分らしく輝き　豊かに生きる子どもの育成
 ・明るく素直な児童生徒が多い。
 ・障がいが多様化している。
 ・精神的な不安定さを抱える児童生徒が増えて
　いる。
 ・施設入所の児童生徒も在籍し、出身は県内全
域にわたる。本校のめざす児童生徒像

・元気で笑顔のある児童生徒　　 ・思いや考えを伝えられる児童生徒
・思いやりのある児童生徒　　　　 ・夢や希望に向かって努力する児童生徒


